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園
山
の

サ
ク
ラ
園
へ
行
こ
う

桜
島
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
／
桜
島
サ
ッ
カ

ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
／
桜
洲
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
少
年
団
／
フ
ラ
ダ
ン
ス
／
オ
ン
ラ

イ
ン
家
庭
教
師
／
桜
島
火
の
島
太
鼓
保

存
会
／
公
文
桜
島
小
池
町
教
室

習
い
事
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
発
表
！

＿
特
集
一

桜
島
で
で
き
る

習
い
事
！
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ス

多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
で
成
長
や
交
流
を

【
大
人
】
六

0
0
0
円
／
年

【
中
学
生
以
下
】
＿
二
0
0
0
円
／
年

会
費

郷
土
を
愛
す
る
人
々
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
る
桜
島
文
化
の
一
っ

【
大
人
】
三
0
0
0
8
:
'
／
月

【
子
ど
も
】
二0
0
0
円
／
月

月
謝

元
気
な
方
な
ら
、
年
齢
・
性
別
問
わ
ず

ど
な
た
で
も

心
も
体
も
癒
さ
れ
な
が
ら
踊
れ
る
ダ
ン
ス

ラ
ダ

フ

ン ジュニアアスリート

対
象
者
・
参
加
条
件
等

講
師
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

特

習
い
事
／
．

集

「
桜
島
火
の
島
太
鼓
」
に
つ
い
て

年
一
回
の
会
費
の
み
で
、
上
記
各

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
参
加
可
能

桜
島
で
で
き
る

桜
島
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
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県
か
ら
認
知
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
。
地
域

住
民
が
主
体
・
運
営
を
し
、
幅
広
い
世
代
の
人
々
が
地
域
の

学
校
や
公
共
施
設
等
を
活
用
。
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

み
、
住
民
同
士
の
交
流
や
活
力
あ
る
環
境
づ
く
リ
を
目
指
す
。

日
時
·
開
催
場
所

【
小
学
生
】
毎
週
火
曜
日
十
六
時
半
S

十
七
時

半
／
桜
峰
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

【
中
学
生
】
毎
週
水
曜
日
十
六
時
半
S

十
七

時
半
、
土
曜
日
九
時S
十
一
時

／
鷹
中
学
校

対
象
者
・
参
加
条
件
等

小
学
二
5

六
年
生
／
中
学
＿
S

三
年
生

講
師
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

走
る
こ
と
が
好
き
な
子
・
嫌
い
な
子
も
、

足
が
は
や
い
子
・
お
そ
い
子
も
基
本
か
ら

楽
し
く
練
習
す
れ
ば
、
き
っ
と
は
や
く
・

か
っ
こ
よ
く
走
れ
る
よ
う
に
な
リ
ま

す
！
希
望
者
は
、
走
り
高
跳
び
・
幅
跳
び

や
投
て
き
の
基
本
も
練
習
で
き
ま
す
！

日
時
・
開
催
場
所

毎
週
金
曜
日
十
九
時
S

二
0
時
半
（
一
時

間
半
）
／
桜
峰
小
学
校
体
育
館

大
人
・
子
ど
も
（
小
学
二
年
生
以
上
）
、
親

子
等
ど
な
た
で
も

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

マ
ッ
ト
運
動
、
跳
び
箱
な
ど
、
ま
ず
は

や
っ
て
み
る
こ
と
で
、
体
を
動
か
す
こ
と

の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
え
る
機
会
に

な
る
と
思
い
ま
す
！

日
時
・
開
催
場
所

市
街
地
も
近
く
、
陸
続
き
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
な
か
な
か
桜
島
内
で
は
「
学

び
の
機
会
」
や
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
通
し
た
「
気
分
転
換
や
交
流

の
場
」
が
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
今
回
は
、
新
年
度
と
い
う
こ
と

で
、
ま
ず
は
「
桜
島
」
内
で
で
き
る
こ
と

の
情
報
を
こ
紹
介
い
た
し
ま
す
！

そ
の
他
、
桜
島
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
卓
球
や
剣
道
な
ど
、
年
齢
に
関
係
な

く
地
域
の
住
民
同
士
、
ま
た
親
子
同
士
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な
る
機

会
を
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
目
指
し
て
い

ま
す
。
シ
ニ
ア
層
の
間
で
は
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
も
行
わ
れ
て
お
り
、
フ
ッ
ト
サ
ル
の

実
施
も
今
後
再
開
す
る
予
定
で
す
。

「
目
に
見
え
て
、
子
ど
も
達
の
動
き
が
変

わ
っ
た
」
そ
ん
な
お
声
も
い
た
だ
き
ま

す
！
部
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
習
い

事
な
ど
限
ら
れ
た
環
境
で
す
が
、
ス
ポ
ー

ッ
ク
ラ
ブ
を
活
用
し
て
、
楽
し
く
活
動
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

月
二
回
・
土
曜
日

十
七
時
半
S

十
八
時
半
（
一
時
間
）

南
栄
リ
ー
ス
桜
島
ア
リ
ー
ナ

対
象
者
・
参
加
条
件
等

桜
島
火
の
島
太
鼓
保
存
会

8

時
・
開
催
場
所

毎
週
水
・
日
曜
日

十
九
時
S

二
十
一
時
（
二
時
間
）

南
栄
リ
ー
ス
桜
島
ア
リ
ー
ナ

（
桜
島
総
合
体
育
館
）

対
象
者
・
参
加
条
件
等

太
鼓
が
好
き
な
方
、

太
鼓
を
打
ち
た
い
方
、

年
齢
問
わ
ず
ど
な
た
で
も

【
中
学
生
以
下
】
一
八0
0
円
／
年

【
高
校
生
S

六
十
五
歳
未
満
】

ニ
八
五
0
円
／
年

【
六
十
五
歳
以
上
】
ニ
ニ0
0
円
／
年

（
内
保
険
料
八
0
0
円
）

問
い
合
わ
せ

会
長
／
上
野
淳
一
郎

（
元
中
学
校
陸
上
競
技
指
導
者
）

6
0
9
0
.
5
4
7
0
.
6
8
7
0
 

問
い
合
わ
せ

講
師
／
薗
田
瑠
美
子

合
0
9
0
.
7
1
6
5
.
4
9
7
4
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講
師
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

フ
ラ
ダ
ン
ス
は
、
心
地
よ

い
音
楽
に
の
っ
て
、
笑
顔

い
っ
ぱ
い
で
踊
れ
る
ダ
ン

ス
で
す
。

桜
島
で
開
講
し
て
四
年
、

こ
れ
ま
で
ス
タ
ジ
オ
の
発

表
会
、
霧
島
市
下
井
海
岸

ゃ
馨
の
地
域
に
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。

心
も
体
も
癒
や
さ
れ
な
が

ら
も
、
思
い
の
外
全
身
運

動
に
な
り
、
年
齢
問
わ
ず

出
来
る
の
で
、
是
非
、
興
味

の
あ
る
方
は
＿
緒
に
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

火
の
島
「
桜
島
」
は
長
い
歴
史
の

中
で
激
し
く
噴
火
を
繰
り
返
し

な
が
ら
、
同
時
に
そ
こ
で
暮
ら
す

住
民
の
生
活
の
形
態
に
も
影
轡

を
与
え
、
幾
度
と
な
く
文
化
や

そ
れ
ま
で
の
歴
史
を
寸
断
し
て

き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
島
の
住

民
に
火
山
に
負
け
な
い
不
屈
の

気
迫
と
勇
気
を
与
ス
よ
う
と
‘
＿

九
八
八
年
に
こ
の
会
が
発
足
し
、

＿
二
十
年
以
上
に
亘
、
私
ど
も
の
活

動
は
続
い
て
き
ま
し
た
。

結
成
当
初
か
ら
、
日
本
初
の
和

太
鼓
ソ
ロ
奏
者
「
林
英
哲
（
は

や
し
え
い
て
つ
）
」
氏
の
指
導

を
受
け
、
こ
れ
ま
で
に
海
外
を
含

む
多
数
の
公
演
を
通
じ
て
、
世
界

中
に
『
命
の
源
「
桜
島
」
』
か
ら
生

ま
れ
る
地
球
の
鼓
動
を
伝
え
よ

う
と
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

会
費

習
い
事
や
趣
味
な
ど
の
実
態
を
知
る
べ
く
、
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
！

問
い
合
わ
せ

指
導
者
／
演
平

匹
0
9
0
.
5
7
2
0
.
9
1
6
0

公
文
桜
島
小
池
町
教
室

英
・
数
・
国
、
苦
手
教
科
を
先
生
と
一
緒
に
克
服
！

中
学
生
S

高
校
生
。
大
人
の
方
の
学

び
直
し
や
検
定
対
策
も
可
能
で
す
。

歴
史
あ
る
桜
島
の
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
！

桜
島
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

日
時
・
開
催
場
所

講
師
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

月
曜
日
S

木
曜
日
十
九
S

二
十
二

の
間
で
希
望
す
る
時
間
帯

オ
ン
ラ
イ
ン
・
ま
た
は
生
徒
さ
ん
の

f
j
自
宅

対
象
者
・
参
加
条
件
等

講
師
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

親
子
で
太
鼓
を
打
っ
て
み

る
も
よ
し
、
体
力
作
り
の
た

め
に
始
め
る
も
よ
し
！

成
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
世
代
が
参
加
し

て
い
ま
す
の
で
、
年
齢
問
わ

ず
、
太
鼓
に
ご
興
味
あ
る
方

は
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す
。
ま
ず
は
見
学

に
ど
う
ぞ
！

問
い
合
わ
せ

事
務
局
／
有
村

C
0
9
0
.
4
5
1
1
.
4
7
0
6
 

代
表
／
鎌
田

合
0
9
0
.
4
3
4
1
.
6
4
5
4

今
回
、
島
内
に
開
校
さ
れ
て
い
る
教
室
や
ク
ラ
ブ
の
中
に
は
、
各
所
の
ご
都
合
で
掲
載
を
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

日
時
・
開
催
場
所

桜
洲
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

毎
週
火
・
木
・
金
曜
日
十
七
時
半
S

十
九
時
（
一
時
間
半
）

月
謝

【
三
年
生
以
上
】
四0
0
0
円
／
月

【
二
年
生
以
下
】
二
五
0
0
円
／
月

問
い
合
わ
せ

監
督
／
中
野
誠

合
0
8
0
.
6
4
1
0
.
1
8
1
1

日
時
・
開
催
場
所

桜
洲
小
学
校
体
育
館

毎
週
火
・
木
・
金
曜
日
十
七
時
S

十

九
時
（
二
時
間
）

対
象
者
・
参
加
条
件
等

小
学
一
S

六
年
生
、
要
ハ
レ
ー
が
で

き
る
服
装
・
バ
レ
ー
シ
ュ
ー
ズ

一
・
ニ
年
生
／
二
千
円
／
月

三
S

六
年
生
／
二
千
五
百
円
／
月

問
い
合
わ
せ

酉
九

ぢ
0
9
0
.
3
0
7
2
.
6
0
7
8

オ
ン
ラ
イ
ン
【
桜
島
特
別
価
格
】

【
中
学
生
】
週
一
回
（
六
十
分
授
業
）

一
万
二
千
円
／
月

【
高
校
生
・
大
人
】
週
一
回
（
六
十
分

授
業
）
一
万
五
千
円
／
月

※
ご
家
庭
を
訪
問
し
て
の
指
導
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
月
額
料
金

に
―
二
千
円
の
追
加
料
金
を
い
た
だ

き
ま
す
。

※
週
複
数
回
指
導
、
複
数
教
科
指
導

可
能
で
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
体
験
授
業
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ

担
当
／
吉
田
茉
莉
子
（
よ
し
だ
ま
り
こ
）

e
0
9
0
.
5
2
0
3
.
1
5
3
9
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日
時
・
開
催
場
所

小
学
生
・
中
学
生

月
謝
（
※
＿
教
科
ご
と
）

1/ 

月
謝

桜
島
在
住
の
元
教
師
に
よ
る
学
習
サ
ポ
ー
ト

オ
ン
ラ
イ
ン
家
庭
教
師

月
謝

桜
洲
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団

小
学
生
と
い
う
今
し
か
な
い
時
間
を
親
子
で
楽
し
く
過
ご
す

小
学
生
、
サ
ッ
カ
ー
未
経
験
者

大
歓
迎
I
・

対
象
者
・
参
加
条
件
等

講
師
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

開
講
し
て
か
ら
三
十
二

年
、
前
身
は
桜
洲
・
桜
峰
そ

れ
ぞ
れ
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
だ
っ
た
も
の
が
、
桜
島

サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

り
、
現
在
ま
で
続
い
て
い

ま
す
。
実
践
で
は
、
市
内
で

行
わ
れ
る
リ
ー
グ
戦
や
鹿

児
島
県
ち
び
っ
こ
サ
ッ

力
—
選
手
権
大
会
な
ど
に

出
場
す
る
こ
と
で
、
サ
ッ

カ
ー
ヘ
の
意
識
を
商
め
て

い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
に
興

味
が
あ
る
方
、
ま
た
検
討

さ
れ
て
い
る
方
、
ま
ず
は

ぜ
ひ
体
験
や
見
学
へ
！

講
師
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好

き
で
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の

子
ど
も
達
、
十
二
名
が
現

在
所
属
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
バ
レ
ー
経
験
者
の
お

母
さ
ん
方
も
多
く
、
親
子

で
も
楽
し
く
活
動
し
て
い

ま
す
。
小
学
校
生
活
と
い

う
今
し
か
な
い
時
間
、
子

ど
も
達
の
頑
張
り
を
見
守

り
、
応
援
す
る
！
子
ど
も

達
だ
け
で
は
な
く
、
保
護

者
に
と
っ
て
も
よ
い
経
験

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
少

し
で
も
興
味
が
あ
る
方

は
、
ま
ず
は
見
学
、
体
験
に

お
越
し
く
だ
さ
い
！

講
師
か
ら
コ
メ
ン
ト

市
街
地
の
塾
に
通
っ
と
ど
う

し
て
も
時
間
も
お
金
も
か

か
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。

そ
ん
な
桜
島
の
み
な
さ
ん
の

お
力
に
な
れ
れ
ば
と
、
授
業

料
も
特
別
価
格
で
設
定
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

元
教
員
で
、
東
京
と
鹿
児
島

の
中
学
校
・
高
校
で
合
わ
せ

て
十
三
年
の
指
導
歴
が
あ
り

ま
す
。

三
年
前
に
東
京
か
ら
桜
島
に

移
住
し
、
現
在
も
在
住
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

ヽ
゜
し

毎
週
火
・
金
曜
日
十
＝
＿
時S

十
八
時
／
鹿
児
島
市
桜
島
小

池
町
一
＿
＿
ニ
―
七
（
桜
島

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
事
務
所
内
）

対
象
者
・
参
加
条
件
等

【
小
学
生
】
七
一
五0
円
／
月

【
中
学
生
】
八
二
五0
円
／
月

教
科
は
、
英
語
、
数

学
・
算
数
、
国
語
の

中
か
ら
選
ぶ
こ
と

が
で
き
、
現
在
桜

島
内
の
小
・
中
学

生
が
学
ん
で
い
ま

す
。
無
料
体
験
の

期
間
も
あ
り
ま
す

の
で
ぜ
ひ
活
用
し

て
み
て
4
た
さ
い
！

3
 

2
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一今
回
の
ご
回
答
い
た
だ
い

た
内
容
を
見
る
と
、
「
体
力

づ
く
り
」
な
ど
体
を
動
か
す

も
の
を
、
子
ど
も
さ
ん
も
親

御
さ
ん
も
習
い
た
い
・
習
わ

せ
た
い
と
思
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
よ
う
に
う
か
が
え

ま
し
た
。

ま
た
、
一
部
の
桜
島
の
地
域

で
は
遠
泳
も
行
わ
れ
て
い

る
た
め
、
そ
う
い
っ
た
点
で

も
水
泳
は
人
気
の
よ
う
で

す
。
ち
な
み
に
水
泳
は
フ
ェ

リ
ー
で
渡
っ
て
通
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

ま
た
ダ
ン
ス
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
最

近
は
k
|

p

o

p
ダ
ン
ス

や
5
N
S
へ
の
関
心
、
ま
た

二
0

―
二
年
よ
り
中
学
の

保
健
体
育
必
修
科
目
に

な
っ
た
こ
と
も
要
因
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

現
在
習
っ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
そ
の
半
分
以
上

が
桜
島
内
で
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
で
、
意
外
と
で
き
る

こ
と
も
様
々
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
現
在
桜
島
内

で
習
う
こ
と
は
難
し
い
も

の
に
関
し
て
は
、
「
フ
ェ

リ
ー
通
い
」
で
の
時
間
や
金

銭
へ
の
負
担
、
子
ど
も
を
一

人
で
移
動
さ
せ
る
こ
と
へ

の
心
配
が
あ
る
よ
う
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

島民に聞いてみた！
※アンケートによる回答は 1 件＝ 1 世帯を指します。複数名の家族（例： 15 歳、 8 歳、 5 歳の 3 名ともピアノを習っている）を含む場合もありますので、

今回のような計算方法を取っています。また、 1 世帯内で複数の習い事をしている場合も、例ピアノ 1 件、習字 1 件と数えています。

どんな'‘習い専！‘してますか？
999999999999999ヽ,,,,,,.,,,,,ヽ,,,,,ヽ,,ヽ,,,,,.,99999999ヽ9999999ぷ99999999999999999999

\ ー

紐軽しこ＼l 
、 < コメント用のQRコード）

編
集
後
記

時
間
の
都
合
や
距
離
な
ど
の
―
つ
の
解
決
策
と
し
て
、
お

家
に
い
な
が
ら
で
き
る
、
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
の
一
例
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

大
手
語
学
教
室
で
も
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
多

く
、
個
別
か
ら
グ
ル
ー
プ
で
の
受
講
も
可
能
。
ま
た
、

サ
イ
ト
に
よ
っ
て
は
海
外
か
ら
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先
生

が
直
接
指
導
し
て
く
れ
る
の
も
、
楽
し
み
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。ダ

ン
ス
や
ヨ
ガ
の
レ
ッ
ス
ン

ヨ
ガ
は
朝
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま

す
の
で
、
朝
の
気
分
転
換
に
は
持
っ
て
来
い9
ま
た
、
ダ

ン
ス
は
種
類
が
豊
富
で
、
教
室
に
よ
っ
て
は
録
画
し
た

も
の
も
共
有
し
て
も
ら
え
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
復
習
で

き
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
。

塾
・
家
庭
教
師

前
頁
で
も
桜
島
在
住
の
家
庭
教
師
・
吉
田
さ
ん
を
ご

紹
介
し
ま
し
た
が
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
、
苦
手
な
科

目
を
絞
っ
て
勉
強
が
で
き
る
な
ど
が
可
能
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
近
年
小
学
校
で
必
修
科
目
と
な
っ

た
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
ス
ク
ー
ル
や
、
さ
ら

に
歌
や
楽
器
を
学
ぶ
こ
と
も
で
き
る
ク
ラ
ス

な
ど
も
あ
る
よ
う
で
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
レ
ッ
ス

ン
は
、
対
面
よ
り
も
時
間
の
選
択
肢
が
多
か
っ

た
り
、
受
講
料
も
抑
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が

特
に
大
き
な
利
点
か
も
し
れ
ま
せ
ん
！

習
い
事
に
関
し
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

英
語
な
ど
外
国
語
の
レ
ッ
ス
ン

オ
ン
ラ
イ
ン
で
習
い
事

ア
ン
ケ
—
卜
で
い
た
だ
い
た
お
声
を
受
け

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
な
ど
も
ご
紹
介
し

ま
し
た
が
、
や
は
り
「
桜
島
で
も
で
き
る
こ

と
を
し
た
い
」
、
「
子
ど
も
達
の
部
活
の
種

類
に
も
限
り
が
あ
る
の
で
こ
う
い
う
こ
と

も
で
き
た
ら
い
い
！
」
、
な
ど
の
お
声
を
い

た
だ
け
れ
ば
、
編
集
部
も
一
緒
に
可
能
な

方
法
を
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
地
域
を

盛
り
上
げ
る
き
っ
か
け
の
―
つ
に
な
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
我
こ
そ
は0
0
を
皆
さ
ん
に
お
伝

え
で
き
る
！
」
と
い
う
方
も
是
非
ぜ
ひ
お

さ
く
ら
じ
ま
便
り
と
は

本
誌
は
、
桜
島
に
住
み
な
が
ら
、
そ
こ

で
見
つ
け
る
日
常
の
素
晴
ら
し
さ
や

面
白
さ
を
移
住
者
視
点
で
発
見
•
発

信
す
る
こ
と
で
、
島
内
外
の
皆
さ
ん

と
繋
が
り
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
始

ま
っ
た
も
の
で
す
。
不
定
期
で
、
回
覧

板
を
通
し
て
島
内
の
皆
さ
ん
に
本
誌

を
見
て
い
た
だ
く
機
会
を
作
ら
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域

の
皆
さ
ん
と
繋
が
ら
せ
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
一
緒
に
本
誌
を
作
成
し
、
桜

島
の
良
さ
を
多
く
の
方
に
お
伝
え
し

て
い
き
ま
す
！

待
ち
し
て
お
り
ま
す
n

最
後
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
さ
せ
て
い

た
だ
く
に
あ
た
り
、
ご
国
答
い
た
だ
い
た

り
、
周
知
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
の
お

か
げ
で
多
く
の
ご
回
答
を
い
た
だ
け
ま
し

こ
。f
 

ま
た
、
今
回
情
報
提
供
に
ご
協
力
く
だ

さ
っ
た
各
教
室
や
ク
ラ
ブ
関
係
者
の
皆
ざ

ま
、
そ
し
て
地
域
の
皆
さ
ま
本
当
に
あ
リ

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
習
い
事
特
集
に
関
す

る
コ
メ
ン
ト
や
、
「
●
●
を
習

い
事
と
し
て
地
域
で
実
施
し

た
い
の
で
、
メ
ン
バ
ー
を
集
め

た
い
」
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

こ
ち
ら
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
リ
ン
ク
先
で
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

記
入
）

増
留
い
つ
も
と
は
違
っ
た
「
特
集
」
を
記

事
に
し
て
み
ま
し
た
。
情
報
を
集
め
た
り
、

お
話
を
聞
い
た
り
、
い
つ
も
以
上
に
作
成
に

時
間
を
要
し
ま
し
た
が
、
沢
山
の
方
に
こ
協

力
い
た
だ
き
、
な
ん
と
か
出
来
上
が
り
ま
し

た
。
不
慣
れ
な
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
下
ア
ン
ケ
ー
ト
の
こ
協
力
本
当
に
あ

り
が
と
う
さ
ざ
い
ま
し
た
！
桜
島
で
子
育

て
を
す
る
＿
員
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
関

わ
る
記
事
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し

い
で
す
し
、
実
情
が
わ
か
り
、
今
後
の
課
題

と
な
り
ま
し
た
。

※
一
部
の

コ
メ
ン
ト

を
抜
粋

陸上

3件

サッカー

5件

公文
2件

他にも・・・

■ バレー／公文／太鼓／体操／塾／
英忌邑／イ本力作り／そろばん…各1件

■ 習い事なし…7件

習いたい・習わせたぃ‘‘習ぃ早‘‘は？
,,ヽ999 f9999ヽ9ヽ9ヽ999ダ 9ヽ,,,,,ヽ999‘’‘’‘‘’’’‘‘‘9999ヽ999ヽ9虜‘‘‘99ヽ99‘‘999ヽノ,,,,,,ヽ,,,.,

ばん教室に行かv
、現状フェリーに乗っ

地へ通うしかなく、子
行かせたくない

域で人数を集められ

※
一
部
の

コ
メ
ン
ト

を
抜
粋

ピアノ

9件

水泳
4件

硬筆・習字

4件

英会話

3 件

そろばん

2 件

他にも・・・

■ ロッククライミング／空手／塾／太
鼓／スポーツジム・運動／習字／
体操／桜島にない…各1 件

■ 特にない・..5件

■ 未回答…6件

鹿児島市街地に住む方々からは・・・

水泳
10件

ダンス

6件

ピアノ
（楽器）

3件

ー

' 

ー

ー

ー

ー

ー

' 

' 
／
皆
さ
ん
に
聞
い
て
み
た
！

習
い
事
ア
ン
ケ
ー
ト
詰
果

一

\’ 

一
回答者

桜島内

43件 60名’
大人2名・子ども58名

年齢3~56歳

♦ 

島外

5件 6名
大人3名・子ども3名

年齢14~58歳

アンケート
回答方法

「さくらじま便り」

LINEにて

♦ 

一部地域への

用紙配布にて

' 

ー

' 
' 
' 
一
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「
サ
ク
ラ
園
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
高
免
町
園
山
に
あ
る

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

皆
さ
ん
は
、
桜
島
で
桜
を
楽
し
め
る
場
所
を

訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

園
山
の
サ
ク
ラ
園
を

こ

の
春
は

ヽ

手
作
り
の
「
サ
ク
ラ
園
」
看
板

こ
ち
ら
の
サ
ク
ラ
園
、
実
は
私

有
地
に
コ
ッ
コ
ツ
と
手
を
入

れ
、
作
ら
れ
た
場
所
。

高
免
町
園
山
町
内
会
長
の
磯

田
正
義
さ
ん
が
息
子
さ
ん
と

共
に
、
「
桜
島
で
た
く
さ
ん
の

方
K
に
楽
し
九
で
も
ら
え
る
よ

う
な
場
叫
を
作
り
た
い
！
」
、

東園山バス停奥の「サクラ園」看板が目印

駐車場

手作りの階段を上りきったところの電柵に注意

と
始
め
て
約
八
年
。

東
園
山
バ
ス
停
か
ら
二
百

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
進
ん
だ
と
こ

ろ
に
現
れ
る
隠
れ
ス
ポ
ッ
ト
。

桜
な
ど
の
草
花
の
奥
に
は
桜

島
が
見
え
る
と
い
う
な
ん
と

も
贅
沢
な
穴
場
で
す
の
で
、
ピ

ク
ニ
ッ
ク
が
て
ら
、
皆
さ
ん
足

©
た
な
カ
メ
ラ

ア
ク
セ
ス

【
車
】
（
※
駐
車
場
有
）

桜
島
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
県

道
二
十
六
号
線
を
黒
神
方
面
へ
約
十

四
キ
ロ
。

【
鹿
児
島
市
営
バ
ス
】

桜
島
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
よ
リ
、

東
白
浜
行
き
の
バ
ス
に
乗
り
、
東
白

浜
の
バ
ス
停
で
、
塩
屋
ヶ
元
・
黒
神
口

方
面
行
き
の
バ
ス
に
乗
り
換
え
「
東

園
山
」
バ
ス
停
で
降
車
。
東
園
山
バ

ス
停
近
辺
に
看
板
が
立
っ
て
い
る
の

で
、
そ
こ
か
ら
徒
歩
約
十
分
。

©たなカメラ

自分の土地をサクラ園に

し、多くの人に桜島に来て

もらいたいと願う磯田さん

を
運
ば
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

三
月
下
旬
S

四
月
上
旬
頃
の
、

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
時
期
を
終
え

る
と
芝
桜
も
楽
し
め
ま
す
。

芝
桜
が
広
が
る
景
色
も
美
し
い

•トイレは敷地内に完備しています。
................................................................................,.,,., 

•バーベキューなどの火を使用する調理や作業はお控えください。
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ．一冨 • . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

•獣害対策で、足元の高さに敷地内周辺は電柵が張られており、日中電気は切られておりますが、
....................................................................................................................... 

柵は跨いで園内に入られることをお勧めいたします。（階段を上がり終わるとすぐにあります）
....................................................................................................................... 

•夜間は電柵の電源が入り、猪等の動物も出てくるそうですので、日中のみのご利用をお勧めいたします。
....................................................................................................................... 

•持ち込まれたゴミはお持ち帰りください。 l 問い合わせ l 磯田正義（090-4993-0467)

/ \ 

ご厚意で一般開放されておりますので、 \ 

下記の点にご留意いただけますと幸いです。

広


